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○高病原性鳥インフルエンザについて 

 令和７年 10 月からの今シーズンは 10 月 22 日に国内

１例目が胆振管内（白老町）で確認されて以来、令和８年

２月 24 日時点で 14 道府県 20 発生し、約 487 万羽が

殺処分の対象となっています。 

 

【今シーズンの道内における高病原性鳥インフルエンザの発生状況】 

 

国内では野鳥での陽性事例が継続的に確認されており、全国的に環境中のウイルス濃度が高くな

っていると考えられます。胆振管内でも苫小牧市や伊達市で継続的に確認されていますので、引き

続き衛生管理を徹底してください。また、渡り鳥の北上シーズンも本病の発生リスクが高まります

ので、継続した衛生管理の徹底をお願いします。 

 

＜重点的に取組む衛生管理＞ 

◆ 野鳥等の野生動物の家きん舎への侵入防止（防鳥ネットの設置など）  

◆ ネズミなどの小型の野生動物の侵入防止（殺鼠剤散布、鶏舎周りの草刈り及び消石灰散布） 

◆ 農場に入る車両の消毒を徹底 

◆ 家きん舎に入る人（所有者を含む）・物品等の消毒の徹底（鶏舎専用長靴を使用） 

 

 

○豚熱について 

 令和５年８月に九州で初めて佐賀県で発生し、九州全県がワクチン接種地域となりました。 

本道では、豚熱の発生が確認されておらず、ワクチン接種も実施していません。 

豚や精液等を導入する場合は出荷元を必ず確認し、ワクチン接種地域から導入しないようお願い

します。 

 

 

発生年月日 発生場所 種類 飼養羽数 防疫措置完了日 

令和７年 10 月 22 日 白老町 採卵鶏 約 45.9 万羽 令和７年 11 月２日 

令和７年 11 月２日 恵庭市 採卵鶏 約 23.6 万羽 令和７年 11 月 10 日  

令和７年 12 月 29 日 由仁町 採卵鶏 約 0.6 万羽 令和７年 12 月 30 日  
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○口蹄疫・アフリカ豚熱侵入防止のために 

口蹄疫及びアフリカ豚熱（ASF）は、現在国内での発生はありませんが、アジアの周辺国にお 

いて継続的に発生しています。 

本道には海外からの観光客が多く訪れる等、本病の侵入リスクが高いと考えられます。油断をせ

ず、衛生管理の徹底に努めましょう。 

  

 

 

 

令和７年度は、管内において令和７年９月に牛サルモネラ症の発生が１件あり、対策を継続中

です（令和８年２月末現在）。 

本病は年間を通して発生します。 

全道的にも発生が継続しており、引き続き警戒が必要です。 

 

＜こんな症状がみられたら…＞    ＜サルモネラ症対策＞ 

・発熱 （４０℃前後）        ・農場、畜舎出入り口の消毒 

・下痢・軟便 （時に血便）      ・飼槽、水槽の洗浄、消毒 

・乳量激減、呼吸器症状など     ・野生動物の侵入防止 

→獣医師に相談を     ・発症牛の早期発見、隔離、治療 

 

 

管内における牛サルモネラ症の発生について 
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（参考）令和６年の北海道内における牛サルモネラ症発生戸数
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○ 法定伝染病      

疾病名 畜種 
胆振 全道（令和７年 11 月末現在） 

戸数 頭羽数 戸数 頭羽数 

ヨーネ病 牛 18 241 225 863  
 めん羊     

 山羊   ２ 15  

伝達性海綿状脳症 めん羊     

高病原性鳥インフルエンザ 鶏 １ ２ ２ 4 

（患畜）        

高病原性鳥インフルエンザ 鶏 １ 459,120 ２ 684,275 

（疑似患畜）      

      

○ 届出伝染病      

疾病名 畜種 
胆振 全道（令和７年 11 月末現在） 

戸数 頭羽数 戸数 頭羽数 

牛ウイルス性下痢 牛 2 6 20  35 

牛ウイルス性下痢（疑症） 牛 1 1 4 5 

牛伝染性リンパ腫 牛(農場) 27 47 
242 

343 
 牛(と畜場) 1 60 358 

牛伝染性リンパ腫（疑症） 牛   2 3 

破傷風 牛   2 3 

破傷風（疑症） 牛   1 1 

気腫疽 牛   3 107 

気腫疽（疑症） 牛   1 1 

牛丘疹性口内炎 牛   4 10 

サルモネラ症 牛 1 1 44 77 

牛伝染性鼻気管炎 牛   2 6 

破傷風 馬   2 6 

馬鼻肺炎     馬 2 2※ 10 12 

馬鼻肺炎（疑症） 馬   1 4 

馬インフルエンザ 馬   3 13 

豚丹毒 豚(農場)   
6 

 

 豚(と畜場) １ 18 36 

バロア症 蜜蜂   29 1,353 群 

チョーク病 蜜蜂   23 251 群 

※胆振管内での発生はいずれも神経型 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年次 監視伝染病発生状況 
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令和７年度の家畜伝染病予防法第５条に基づく検査は、次のとおり実施しました。 

 皆様のご理解、ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家畜伝染病予防法第 12 条の４により、毎年、対象の動物を飼養してい

る所有者は、家畜の飼養頭羽数及び家畜の飼養に係る衛生管理の状況につ

いて都道府県知事に年１回報告することが義務づけられています。 

これらは農場や地域に伝染病を侵入させないための取り組みの一環とな

りますので、ご理解の上、忘れずに報告するようお願いします。 

提出方法や期日等については、農場所在の市町村または家畜保健衛生所

にお問い合わせください。 

 

○対象となる動物 

牛、水牛、鹿、めん羊、山羊、豚、いのしし、馬、 

家きん（鶏、あひる、うずら、きじ、エミュー、だちょう、ほろほろ鳥、七面鳥） 

○提出書類 

１ 定期報告書（様式１） 

毎年提出。対象家畜を飼養している方。 

２ 添付書類（農場平面図、消毒などの手順書など）（様式２） 

新規の場合。または提出済みの書類から変更等があった場合には再提出が必要になります。 

対象家畜 検査の種類 対象地域 進捗状況 

乳用牛 

（24 か月齢以上の 

搾乳の用に供する雌牛） 

ヨーネ病 安平町 令和８年１月実施済み 

肉用牛 

（24 か月齢以上の 

繁殖の用に供する雌牛） 
ヨーネ病 むかわ町 

令和 7 年 11～12 月

実施済み 

死亡牛 牛海綿状脳症 管内一円 通年 

家きん  高病原性 

及び低病原性 

鳥インフルエンザ 

（強化モニタリング） 

管内 

令和 7 年 10 月 

及び令和８年１月 

実施済み 

蜜蜂 
腐蛆病 管内一円 

令和 7 年７～９月 

実施済み 

令和７年度 家畜伝染病予防法第５条に基づく検査について 

定期報告の提出について 

エミューが追加されました 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjMt6PU6eHPAhUih1QKHSdzA90QjRwIBw&url=https://sozai-good.com/archives/1163&psig=AFQjCNGCZw0XA0BF0FRbPwc6y6aOF33trQ&ust=1476793191965755
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwj-_92S6eHPAhXosVQKHX37DcAQjRwIBw&url=http://www.irasutoya.com/2013/10/blog-post_9165.html&psig=AFQjCNHaYsoH6U2nmztFPZ6XltdygzCNhg&ust=1476793003109231
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３ 飼養衛生管理基準の遵守状況チェック表（様式３） 

家畜ごとに毎年提出。ただし、牛、水牛、馬が１頭、鹿、めん羊、山羊、豚、いのししが６ 

頭未満、家きんが 100 羽未満、エミュー、だちょうが 10 羽未満の飼養者の方については提 

出の必要はありません。 

○その他 

１ 報告の様式が一部改正されています。 

２ 電子申請も可能です。詳細については

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ns/tss/kachikueisei/system.html 

または右の QR コードからご覧ください。 

 

 

 

 

 

昨年の飼養衛生管理基準の改正（令和７年９月 29 日公布）により、20 万羽以上の家きん飼

養農場は下記の対応が必要になりましたのでご対応をお願いいたします。 

 

１ 分割管理の検討。 

２ 監視伝染病の発生に備えた対応計画（防疫措置の実施に関して所有者が行う人員、 

資材、機材等の準備及び家きんの死体の埋却等の実施に関する事項等）の策定。  

３ 適切な時期に、ウインドウレス鶏舎やその周辺において粉じん、羽毛等を介した 

病原体の家きん舎への侵入抑制措置（塵埃対策）。 

 

 

 

 

 

 

大臣指定地域とは、高病原性鳥インフルエンザの発生リスクが高いと考えられる地域のこと

で、農林水産大臣が指定した地域です。 

各市町の詳しい地域は 

https://www.kanpo.go.jp/20251225/20251225.fullcontents.html 

をご確認ください。 

なお、大臣指定地域内の農場は下記の対応が必要になります。 

 

１ 消毒薬の備蓄 

２ 塵埃対策 

３ 野鳥の状況把握及び誘引防止対策 

 

 

 

 

飼養衛生管理基準の改正について 

大臣指定地域について 

https://www.kanpo.go.jp/20251225/20251225.fullcontents.html
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令和７年度、胆振管内では乳用牛（１件）、肉用牛（２件）、馬（１件）、採卵鶏（１件）及び肉

用鶏（１件）で発生がありました。 

 

胆振管内での発生状況は次のとおりです。 

発生月日 畜種 発生 

（頭・羽） 

うち死亡

（頭・羽） 

６月 19 日 肉用牛 1  

７月１日 採卵鶏 600 600 

７月２日 採卵鶏 1,900 1,900 

７月２日 肉用牛 1  

７月２日 乳用牛 1  

７月 18 日 馬 1 1 

８月 24 日 肉用鶏 449 449 

 

全道の発生状況は次のとおりです。 

 総数 乳用牛 肉用牛 豚 馬 採卵鶏 肉用鶏 めん羊 

発生 5,451 150 39 0 20 4,119 1,123 0 

うち死廃 5,301 52 5 0 2 4,119 1,123 0 

 

令和７年の夏は、観測史上最も暑い夏となりました。 

６～８月の平均気温平年差は、全国で＋2.36℃、北海道では＋3.7℃となっています。 

北海道ではクーラーは不要との常識も過去のものとなり、道内でも本州並みの暑熱対策が必要

となってきています。 

暑い夏に備え、畜舎内、放牧地等における暑熱対策の整備をしておきましょう。 

 

＜日射病・熱射病対策＞ 

・送風機や細霧機の使用  

・遮光ネットを設置し、直射日光を防ぐ  

・屋根に散水する 

・放牧場、運動場に日陰を設置  

・密飼いを避ける  

・良質の飼料、ミネラル、ビタミンの補給 

・清潔で十分な量の飲水の確保  

・飲水の温度を下げる 

 

 

 

 

 

日射病・熱射病の発生状況について 
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牛ウイルス性下痢（BVD）は、近年、国内飼養牛での発生が増加傾向で推移し、全国的なまん延

も危惧されているところです。 

管内では、令和７年に真症が２戸５頭、疑症が１戸１頭発生しています。令和８年も既に１戸  

１頭（真症）が発生しました。令和８年２月末現在、２戸で対策を実施中です。 

○牛ウイルス性下痢とは 

BVD ウイルスの感染により、育成牛には呼吸器病や下痢などを起こすほか、特に妊娠中には異

常産（流産や胎子奇形）を起こす届出伝染病です。多くは一過性で回復しますが、妊娠牛が感染す

ると、本病に特有の持続感染牛（PI 牛）が生まれる場合があり、PI 牛は大きな経済的損失を招き

ます。 

PI 牛は一見健康に見えてもやがて発育不良となります。また、鼻汁や糞尿等に常に多量のウイル

スを排出し続けるため、本病の感染源になります。 

 

＜対策の柱＞ 

牛ウイルス性下痢の有効な対策には次の５つが基本となります。 

１ 関係機関の連携と情報共有 

２ 効果的な検査の実施 

３ PI 牛の速やかな淘汰 

４ 効果的なワクチン接種 

５ ウイルスの侵入防止対策 

 

北海道では本病の補助事業もあります（北海道家畜畜産物衛生指導協会が実施）。まずは日頃か

ら飼養牛の健康観察を徹底し、本病が疑われる場合は積極的に検査を受検し、残念ながら発生して

しまった際には、上記の柱を元に対策を行い、早期終息を実現しましょう。 

 

牛ウイルス性下痢の発生状況、発生防止及びその対策について 
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馬鼻肺炎ウイルスによる異常産は妊娠後期を迎える秋から春が好発時期です。 

今シーズンは令和８年２月19日現在、胆振管内で本病の発生はありませんが、北海道内では発

生が確認されています。流産時には馬鼻肺炎等を想定した速やかな対応をお願いします。 

 

【馬鼻肺炎による流産・生後直死発生状況（令和８年２月２日現在）】 

発生数 R６ 

繁殖シーズン 

R７ 

繁殖シーズン 

R８ 

繁殖シーズン 

北海道内 1５戸 2４頭 ５戸５頭 10 戸 17 頭 

うち胆振管内 なし なし なし 

 

馬の流産が発生したら、次のことについて対応をお願いします。 

 

・流産胎子・胎盤を密閉した袋に入れ、消毒薬（逆性石けん等）をかける 

⇒速やかに当所へ連絡してください 

・使用済みの敷きわらを密封した袋に入れ、外側を消毒する 

・馬房内の消毒を行う 

・流産馬は馬体を消毒し、速やかに他の馬から隔離し、管理も別に行う 

 

 

 

 

 

病性検定依頼の際には、以下のことについてご協力を

お願いします。 

 

 

・検体の搬入又は発送前に事前のご連絡をお願い 

します。 

・検査の目的、農場名と所在市町、検査対象家畜の 

個体情報、臨床症状、治療の経過、採材者、採材 

年月日等の情報をお聞かせください。 

・依頼件数の多い牛伝染性リンパ腫に係る検査は、 

専用の病性検定依頼簿（右画像）を用意しており 

ますのでご活用ください。 

・採材後の検体は速やかな搬入をお願いします。 

・検体（スワブ、血液、糞便など）を託送する場合は、 

“冷蔵”にて凍らせずに送付してください。 

 

 

 

馬鼻肺炎の発生状況と流産時の対応について 

病性検定依頼時の注意点について 
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検査目的別の採材量、採材方法、留意点については表を参考にしてください。 

目的 材料 検査 採材量・採材方法・留意点 

呼吸

器病

原因

検索 

鼻腔スワ

ブ 

 

ウイルス検査 

（遺伝子検査、分離） 

細菌検査 

（培養検査） 

マイコプラズマ検査 

（培養検査） 

○綿棒は１頭につき３本以上（ウイルス、

細菌、マイコプラズマ用）採取し、滅菌 

生食にひたす 
 

○鼻鏡・鼻腔をアルコール綿花で拭いて、なる

べく鼻の奥から採材する 

○採材時期は治療前の発症初期が望ましい 

○抗体検査用の後血清は約３週間後に採材 
血清 

 

ウイルス抗体検査 

（ペア血清推奨） 

糞便 牛肺虫検査 

下痢

原因

検索 

糞便 

 

ウイルス検査 

細菌検査 

（サルモネラ検査、 

その他培養検査） 

内部寄生虫検査 

○糞便はピンポン球大（一握り）以上の量 

○採材時期は治療前の発症初期が望ましい 

○抗体検査用の後血清は約３週間後に採材 

血清 

 

ウイルス抗体検査 

（ペア血清推奨） 

流産

原因

検索 

胎子 

胎盤 

母畜血清 

ウイルス検査 

細菌検査 

病理検査 

抗体検査等 

○胎子は必ず採材（集団発生は複数頭） 

○胎盤の搬入もお願いします 

 

 

 

 

 胆振管内では、令和６年４月に生乳への抗菌性物質残留事例が発生して以降、畜産物への抗菌性

物質や注射針の残留は発生していませんが、北海道内では発生が報告されています。 

 次のことについて徹底し、発生防止に努めてください。 

 

 ＜生乳への抗菌性物質残留防止＞ 

 ・治療牛の隔離やマーキングの徹底（テーピング、スプレーなど２つ以上の方法で） 

 ・獣医師の指示に基づいた動物用医薬品の適正使用 

 ・搾乳者間における情報の共有 

 ・治療の記録や確認検査の実施 

 ＜注射針残留防止＞ 

 ・家畜をしっかり保定した上で注射を行う 

 ・曲がった針は使用しない 

 ・家畜の体内に針が残留した場合は速やかに除去する 

 ・残留した（疑われた）場合は残留部位への標識や記録・伝達を行う 

 

畜産物への抗菌性物質、注射針の残留防止について 
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令和７年 10 月９日、札幌市で「第 73 回家畜保健衛生総合検討会」が開催され、道内の家畜保

健衛生所から 16 題の発表が行われました。 

当所からは藤井指導課長が「鶏アデノウイルス E による鶏封入体肝炎発生」の演題で発表し、 

北海道・東北ブロック家畜保健衛生業績発表会への発表演題として選出されました。 

内容の一部を紹介します。 

 

「令和 6 年 10 月、肉用鶏農場 A の

1 鶏舎で死亡羽数が増加し、病性鑑

定を実施した。剖検では肝臓の斑状

白色病巣や腫大等を認め、全羽で鶏

アデノウイルス（FAdV）遺伝子お

よびウイルス分離が陽性であった。

病理組織学的に肝臓の多発性巣状壊

死と多様な核内封入体を認め、免疫

染色でも陽性であったことから鶏封

入体肝炎と診断した。分子系統解析の結果、A 農場分離株は遺伝子型 E であり、管内の B 農場分

離株（遺伝子型 D）とは関連がなく、地域流行は否定的であった。A 農場と同一ロット雛が導入さ

れた他県の C 農場でも同様の症状が確認されたことから、介卵感染が主因と考えられた。衛生管

理と消毒の徹底により、その後の発生は認められていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
閉庁日（土・日・祝日等）、時間外（17:30 から翌 8:45 まで）は↓へおかけください 

               ０１４３－２４－９９０５（胆振総合振興局代表電話） 

⇒「家畜保健衛生所に連絡をしたい」とお伝えください 

 

   

北海道胆
い

振
ぶり

家畜保健衛生所 
〒059-0462 登別市富浦町４丁目３番地 
TEL：０１４３－８５－３２３１  
FAX：０１４３－８５－１５６２ 

所長 山本 慎二  次長 伊藤 満 

指導課長    藤井 誠一  予防課長    髙木 裕子 

主査（薬事･安全） 川崎 昌美 主査（危機管理） 内田 兼司 

指導専門員   宝達 美穂 指導専門員   河本 亮一 

 獣医師     佐野 智恵美 

第７３回家畜保健衛生業績発表会報告 

所内体制及び緊急連絡先 


